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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では火力発電所や下水処理施設などから排出される二酸化炭素（CO2）を海藻を育てる

ための資源として再利用した。高濃度の CO2 を海水に人工的に溶かし、それを海藻に与えるこ

とで藻類の光合成（成長速度）を飛躍的に高めた。通常の海水に比べて約 1.9 倍以上に成長が

高まる結果を得た。また海藻を原料としたバイオエタノールの試作を成功させた。このように

CO2を減らし，また CO2を新たな資源として再利用する「炭素回生システム」研究開発を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 In this research, CO2 emitted from thermal power plants and sewage treatment 
equipment are used as resources for the cultivation of marine algae. By artificially 
dissolving high concentrations of CO2 into seawater and using it to grow marine algae, 
photosynthesis (i.e. growth rate) of marine algae becomes significantly rapid.  The growth 
rate of marine algae will be accelerated by more than 1.9 times, as compared to that in 
normal seawater. Moreover, we tried making a bio-ethanol using the marine algae, and 
succeed. Thus, we developed the "carbon recycle system" which reduces CO2 and reuses 
CO2 as new resources. 
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１．研究開始当初の背景 
 大気中への二酸化炭素拡散削減につい
ては既に国際的な問題である．その実現
のため我が国でも種々の対策が検討され
ているが，最も効果的な方策としてその
排出濃度が高い火力発電所等おける二酸

化炭素（以後、CO2 と記す）を適切に分離
回収し固定化を行うことが挙げられる．
火力発電所から排出されるガス中の CO2

濃度は約 14%で，大気中の CO2 濃度
0.034％に対して約 400 倍にもなる。こ
のような大型プラントから排出される
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